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2021～2022　国際ロータリー会長　シャカール・メータ

奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために

今日のお祝い　「おめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。」

＊配偶者誕生日
　栗原良幸君（千春夫人18日）
　小林　透君（潤子夫人18日）
　福原譲二君（知実夫人18日）

＊入会記念日
　黄金井陽介君（H30.3.20）

第2967回例会（3月8日）☆司会　滝澤　勇SAA

今日の例会（2022年 3月15日）

「ハーブについて」
担当：小島久美子君

次回の例会（2022年 3月21日）

「地区大会」
担当：森住　等君

点鐘　…森住　等会長

斉唱　…奉仕の理想

会長報告

◎ガバナー事務所　より
・ロータリーの友事務所　3月運営について

3月末まで職員は、時差出勤と在宅勤務で対応
・3月ロータリーレート　1ドル＝116円
・ＲＩ会長杯ワールドゴルフ大会のご報告
・地区大会　「まん延防止等重点措置延長によるプ

ログラム変更のお知らせ」
・決議案　提出クラブ　投票について
・「PETSまん延防止等重点措置延長によるプログ

ラム変更のお知らせ
・ロータリー全国囲碁大会案内状」について

◎ガバナーノミニー　佐々木辰郎様　より
・ご挨拶

幹事報告

◎例会変更
・厚木県央ＲＣ

4月1日（金）→2日（土）移動例会（お花見例会）
12：00点鐘　東丹沢グリーンパーク

委員会報告

◎雑誌・広報・年史委員会 会田義明委員長
ロータリーの友3月号の紹介

スマイル

森住　等会長・栗原良幸幹事
蔓延防止が2週間延長となりました。残念ですが、い

ましばらく30分例会が続きます。今日の卓話、大塚さ
ん宜しくお願い致します。

森住　等君
誕生日のお祝いありがとうございます。

黒栁告芳君
一関（岩手県）工場に第二工場が完成しましたのでス
マイルします。

市川信也君
息子の受験が終ったのでスマイル致します。ひと安
心です。

小島久美子君
創立記念日ありがとうございました。

今日のお花

紅梅・白梅（森住　等会長）
ミモザ（栗原良幸幹事）

梅（滝澤　勇君）
スイートピー（犬塚祥子君）
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例会「フード＆アグリの紹介」

担当：犬塚祥子君

大和フード&アグリ株式会社（DFA）の概要
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農業・食料分野を取巻く社会課題の解決を目指し、2018年11月に設立

名称 大和フード＆アグリ株式会社
設立日 2018年11月1日
資本金 2億円(資本準備金含む)
株主 大和証券グループ本社(100%)

 新たな農業生産ビジネスの立ち上げ、既存プレーヤーによる農業ビジ
ネスの事業規模拡大を金融x農業の視点からサポート

 農業ビジネスが抱える様々な課題を解決し、リスク性資金を供給して
いくことで、農業の大規模産業化を推進

 コンセプト 会社概要

 日本の農業が抱える課題

農業の
負のスパイラル

小規模生産
高コスト

（イニシャル）

資金が
投入されない

（非投資対象）

人が集まらない
（魅力的な
産業ではない）

低収益
（儲からない）

• 小規模であり、非効率
• 結果として、収益性が低い

• 儲からないので低賃金
• 社会保険もない場合も
• 結果として、人が集まらない

• 魅力的な産業と見做されにくい
• 投資資金が流入しない

• 資金が投入されない
• 小規模経営が継続

CFの安定化、収益向上

就農者増加 リスクマネーの呼び込み

大規模・高効率な農業の構築

新たな投資アセットの創出

 国内外の
様々な投資家

 大和証券グループが描く農業ビジネスの未来

関関係係者者外外秘秘関関係係者者外外秘秘

パプリカの進化!新たな食ライフスタイルを提案

Copyright 2021 Smart Agriculture Iwata Co., Ltd

 過去2年間の試験期間を経て、2020年11月から本格商用販売を開始
 そのまま丸かじりしても美味しい“進化したパプリカ”の食体験を提供

栄養価
機能性

(ビタミン・GABA等)

種が少なく
生でも

食べやすい

海外の著名
コンテストで
最高賞を受賞

フルーツレベル
の甘さ

(糖度8~12度)
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 平洲農園(山形県)でのトマトの生産

 果実堂(熊本県)との連携による
ベビーリーフ生産設備の取得

 2020年1月、山形県川西町にて夏秋トマ
トの生産を行う平洲農園の経営に参画

 カゴメの技術支援などを受け、 2.2haの大
規模圃場にて2020年6月よりカゴメ向けに
トマトを出荷開始

 2019年4月より、熊本県上益城郡にて
ベビーリーフ栽培設備(計2.1ha)を取得

 果実堂らパートナー企業に業務を委託し、
ベビーリーフを生産、販売

 本取組は2019年末より大和証券
グループのTVCMなどでも採用し、
全国ネットで放映中

 みらいの畑から(大分県)でのトマトの生産

 2020年4月、大分県玖珠郡にて夏秋トマト
の生産を行うみらいの畑からの経営に参画

 夏でも冷涼な気候と充分な日射量を活かし、
2020年夏より大手小売りチェーン向け大玉ト
マトの出荷を開始

大和フード&アグリが手がける農業生産関連ビジネス

×
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 スマートアグリカルチャー磐田(静岡県)でのパプリカの生産

 2021年10月、静岡県磐田市にてパプリカの生産を行
うスマートアグリカルチャー磐田の経営に参画

 日照時間が全国トップクラスである地域特性を活かし、
3.0haの大規模オランダ式ハウスにてパプリカ（ベル型・
くさび型）を生産

 関東、東海を中心に大手小売りチェーンなど向けに販売
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大和フード&アグリの目指す農業の姿 - オランダ型大規模施設園芸
 オランダでは1990年代後半～2000年代初頭にかけての10年間で、園芸施設の大規模集約化が進んだ結果、国内の園芸施設面積の

半分以上が、6ha以上の大規模なものが占める(下写真は30ha規模の果菜類温室)
日本の就農人口が減少する中、現在の国産生産量を維持し、農園収益を改善、安定させていくには、

オランダの事例を参考に、大規模化 x 高効率化 x 最先端技術の導入 がこれからの日本の農業には必要であると思料
(写真) 農場内を自動運転で走る収穫台車

(写真) 
自動収穫ロボット(実証実験中)

出席報告　＜会員41名、出席対象36名＞

2 月 15 日例会　　確定出席率 89.19％ 3 月 8 日例会　　出席 29 名　欠席 8 名　出席率 80.56％
＜事前メイク＞
　常磐重雄君（3月2日／地区）
＜欠席＞
　石村哲也君・中和信治君・西迫　哲君・難波有三君
　髙橋伸一郎君・前田賢一君・米山尚登君


